
はじめに

　日本ソフトウェア事情

　自分がプログラムの世界に入ったころ(1978年)は、8086が世界初の16ビッ トマイコンと して、業界をにぎ

わせていた。当時、マイコン ・ ソフ ト と言えばアッセンブラで書く とい うのが当たり前で、 マイコンには

言語は向いていないと考えられていた。こ とに8bitマイコンとい うのは、言語の冗長さが目に見えるほど鈍

足だったので、自然にだれもがマシン語を用いていた。熟練者の中には、コマンドのコードを覚えていて、

そのまま、バイナリ ・データをROMに書き込める勇者も居た。鈍足マイコンも直接かかれたマシン ・ コー

ドで軽々と動作した。 ただ、修正・改版はとてつもな く困難ではあった。 ソフ ト とはいいながらハードで

あったのだ。 しかし、 16ビッ トマイコンの登場で、 にわかにソフ ト ウェア開発事情が変わってきた。

8086の黎明期には、 8086システムにUnixが移植されるだろ う とか、 近々、 メ インフレームに進化するなど

今にしてみれば非現実的な期待が憶測と して飛び交った。

　 しかも、日本は極端にこ う したソフ ト ウェアに関する情報が貧困で、言語ソフ ト とい う ものは、海の向

こ うの遥かな出来事でしかなかったのである。

当時のコンピュータは、大企業の会計処理に使われるか、一部の研究者が科学技術計算に用いるものとい

うのが常識で、 産業用のコンピュータなどは存在していなかったのである。

したがって、 当時、 ソフ ト ウェアにかかわっていた人間は本当に少なかった。

しかも、日本の大型計算機は、富士通にしろ日立にしろIBM互換機(大きいコンピュータの互換機でPC/AT

互換機ではない)とい う もので、 ソフ トはただ乗り とい う有様だった。

　 したがって、 日本でのソフ ト ウェア事情は、 きわめて屈折して進化せざるを得なかった。

転職で電気系の会社から別の機械系の会社で勤め始めた(1981年)当時、その会社の部長たちは、だれかがソ

フ ト ウェア購入の予算を申請すると部下を呼びつけて、"こんなものどこかでコピーして来い"と言ってい

た。

　日本のソフ ト ウェア開発は、教育システムも無く、企業側の意識も低いままに始まったのである。その

後、業界は、次第にコンピュータを機械に埋め込み、機械制御に用いるよ うになるのだが、開発日程の中

に、 ソフ ト ウェア開発期間を十分に設ける とい う よ う な習慣はなかった。機械部品を組み付け、配線が終

われば、"ど う して動かないんだ"と担当者を叱責し、バグが出ると"要するにあなたの仕事が粗雑だったん

でし ょ う "とい う よ う な有様で、不幸にも ソフ ト担当者になった日には、出世の望みは無くなったも同然で

あった。 膨大な仕事と功績の評価されない責任だけの仕事に就く とい う意味だったからだ。

　現在のソフ ト開発現状は、 こ う したほんの20年前の伝統の上に立脚していて、今も この体質を継承して

いる。

　 もちろん、その不幸なソフ ト開発者の方にも問題があった。完全なソフ ト後進国である日本では、新技

術というのは、つねに太平洋を越えてやって来た。 こ う した状況では創意工夫よ り も、常に、プロパガン

ダやイデオロギーが幅をきかす。 ソフ ト開発者たちは、いつも新しい波に翻弄され、思考停止のよ う な性

格ができあがったのである。最初のブームはBASIC、なんでもBASICでなければならないほどだった。次に

C。再びなんでもCでなければならなく なった。そして、C++。なんでもC++であるべきだとい う こ とになっ

た。 なんでも Javaとい う ムード も並立している。

　米国では、 OSや用途ごとに、 様々な種類の言語が発達し使われてきたのとは対照的だ。

歴史が証明するよ うに、プロパガンダやイデオロギーのも とでは教条主義がはびこ り最悪の石頭人を大量

養成する。このため、皮肉なこ とに、日本では、ソフ ト屋は、最も保守的で頭のハードなエンジニアとなっ

てしまったのである。日本で、 なぜ、 ソフ トが技術と して成熟しないかの所以である。 ソフ ト屋と企業の

不幸な関係の結末である。

　 さて、当社製品のこ とであるが、このMPC-816は8ビッ トマイコンの最後の時代に開発された。言語仕様

は、CPUが貧弱であった時代に開発されたBASICもどき。それでもマルチタスクがあり、コンパク トである

こ とが幸いして、 20年近い年月を生き延びた。 さて、 MPCシ リーズのウ リは創業以来ただ一つ。簡単に変

更できるこ とである。 すぐにできて、 すぐに直せる。 場当たり的に使えるこ とが特徴だ。

　実は、 このこ とは、Ｏ Ｓや大規模システムに携わる日本のソフ ト界の王道を行く開発者の立場からは言

語道断である。 しかし、現実に接する部分では、軟弱はむしろ有益である。刻々と気分のよ うに変転する

仕様や試行錯誤の世界では、 場当たり的であるこ とが必要なのだ。

　残念ながら、日本のソフ ト文化はこのソフ トの多様性の辺境地を公認するまでにはいたっていない。け

れど米国からは、Perlがやってきたり、PHPが開発されたりで、日本のカチンコチンのソフ ト屋たちを撹乱

する。米国は場当たりがいかに重要なこ とかを体質と して知っている。日本のソフ ト業界が、本当のオ リ

ジナリテ ィを体得し、 思想統一のジレンマから開放されるのは、 いつのこ とであろ うか？



お客様へのお願い

■製品の保証期間について

弊社では出荷後一年以内に限り、通常の使用の範囲で自然に故障した製品については無償で保守・代替品の

交換を承っております。現品を弊社まで御送り下さい。

■出張保守・フィールド費用及び拡大損害について

弊社従業員による出張保守は承りかねます。弊社製品に起因すると考えられる保守費用の弊社への請求は

承りかねます。弊社の製品は用途・使用環境を限定することのできない半製品です。弊社製品を使用するこ

とによって生じたいかなる損害も弊社で負担することはできません。

■遠隔地への出荷について

弊社の製品を使用した装置を海外等の遠隔地に出荷される場合には、貿易管理令によって規定された所定

の手続きが必用です。弊社では手続きに必用な資料を用意しておりますので、輸出の際には弊社までご請求

下さい。また、遠隔地への出荷された製品の保守については上記のとおり弊社では責任を負いかねますので

使用者の責任において実施下さい。

■バッテリバックアップの信頼性について

リチウム電池の寿命は５年以上とされていますが、電池そのものの不具合やその他の部品の不具合により

電池の寿命が著しく低下することがあります。また、電池によるデータの保持は原理的に完全なものではあ

りません。極めて低い確率で、データを失う現象があります（被雷・写真のストロボ・放射線の被曝）。ま

た、運搬時の結露、振動、極端な湿度によりデータが失われる事例もあります。プログラムの消失に不安が

ある場合、適切な保守を行うことのできる技術スタッフのいない遠隔地への移動の場合はプログラムを

ＲＯＭ化して下さい。プログラム及びデータの消失に関する責任は負いかねます。

■フロン全廃について

当社製品の洗浄はフロン全廃にともない無洗浄方式に暫時移項しています。ボードが未洗浄に見える場合

は無洗浄タイプのフラックスを使用しております。仕様、性能には何等影響はありません。環境保全の立場

からの措置ですので何卒御理解下さいますよう御願い申しあげます。

■仕様の変更について

半導体部品の製造中止があいついでおります。弊社では互換性を確保すべく、都度設計変更・対応処置をとっ

ておりますが、通常使用されない機能などが一部修正削除される場合があります。あらかじめご了承下さい。

■改版について

弊社ではパソコン側、ＭＰＣ側システムの改版を頻繁に行っています。これは最近のニーズの多様化とユー

ザの要望に対応するものですが、稼動中の装置への適用はユーザの責任において行って下さい。当社では互

換性の確保について十分に配慮していますが、アプリケーションによっては予測不可能な不具合を生じる

ことがあります。これについては弊社では責任を負うことができません。

ご 注 意

人命に直接関わる機器への使用は
できません。（民製品部品を使用し
ており ます）

弊社製品は耐油耐水処理をしており
ません。 油液もし くは油ミ ス トの付
着、 結露がないよ うにして下さい。

弊社製品は振動処理をしており ませ
ん。 振動箇所への設置はしないで下
さい。

リ チュ ウム電池は乾電池と 同様に、
国もし く は自治体の規定に従って廃
棄して下さい。

弊社製品は単体でのEMI保証してお
り ません。 必ず金属ケースに収納し
て使用して下さい。

弊社製品を扱う場合は静電気を与え
ないよ うにして下さい。

フラ ッシュ ROM書き換え中は電源
を切らないで下さい。



ご　注　意

1.本書の内容の一部又は全部を無断転載することは禁止されています。

2.本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。

3.本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一御不審な点や誤り、記載もれなどお気

付きのことがありましたら御連絡下さい。

4.運用した結果の影響について3.項にかかわらず責任を負いかねますので御了承下さい。
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